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一品
被
生
ヘ
奨
学
金
を
貸
与

希
筆
者
は
凶
日
ま
て
申
込
み
の
こ
と

成
績
優
秀
な
高
校
生

(
新
入
学
生

一
高
等
学
校
に
在
学
中
の
者

一
③
奨
学
金
は
無
利
子
、
償
還
は
貸

を
含
む
)
で
終
済
的
理
由
に
よ
り
一
⑦
品
行
方
正
、
学
業
成
繍
優
秀
で
一
与
終
了
の
顎
月
か
ら
六
カ
月
経

修
学
が
閃
離
な
者
に
対
し
て
、
奨
一
身
体
強
慢
な
者

一

過
し
た
後
、
貸
与
の
期
間
に
倍

学
金
存
貸
与
し
ま
す
。
一
⑦
終
済
的
な
理
由
に
よ
り
学
資
の一

敬
し
穴
期
間
内
に
年
賦
ま
た
は

希
望
者
は
四
月
ト
五
日
ま
で
市
教
一
支
弁
が
閃
難
と
認
め
ら
れ
る
者
一
月
賦
で
償
還
す
る
乙
と
。

育
委
員
会
社
会
教
育
課
へ
申
し
込
一

〈
奨
学
金

大

奨
学
生
は
選
予
五
員
会
で
審
議

ん
で
く
だ
さ
い。

一
①
一
人
月
千
円
、
年
一
万
二
千
円

一
し
、
市
長
が
決
め
る
。

ム

時

格

一

的

貸

与

期
附
は
そ
の
学
校
に
お
け
一

(
教
宣
安
員
会
)

①
大
村
市
民
ま
た
は
そ
の
子
女
で
一
る
正
規
の
修
学
期
間

りよだ政市村大昭和 33年 4月 1日(一)

男
、
川
口
光
彦
、
松
原
隼
人、

原
口
俊
晴
、
宝
木
徳
男
、
古
淵

実
、
前
山
茂
治
、
岩
永
省
吾
、

立
川
陸
雄
、
岡
本
孝
行
、

仁
木

創
一
二
、
山
崎
借
て
外
薗
忠
文

加
藤
剛

ム
海
土
曜
利
彦

ム
航
空
藤
本
学
、
中
島
武
則

ム
空
挺
申
村
繁
喜

ム
陸
、一師、

空
い
ず
れ
訟
木
定

吉
田
博
則
、
間
光
弥
、
林
藤
鉦

与
崎
俊
武
、
藤
田
喜
久
、
橋
本

忠
夫
森
利
久
、
福
迫
寿
生
(
市
民
課
)

、ょ
っ
ぱ
ら
い
運
鱒
は

い
け
ま
せ
ん

①
自
動
車
の
酔
払
い
運
転
や
定
員

外
乗
車
運
転
は
絶
対
に
し
な
い

と
と。

⑦
道
路
に
は
物
件
を
置
か
な
い
よ

う
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

二
等
陸
・
海
・
空
士
を
募
集

野
岳
の
堤
ヘ
定
期
パ
ス

る
県
道
駅
通
り
お
よ
び
本
町
二
、

三
丁
目
は
、
市
道
駅
前
線
回
り
お

よ
び
八
幡
町
回
り
に
四
月

一
日
か

ら
変
更
に
な
り
ま
す
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
(
商
工
水
産
課
)

願
書
〆
切
は
日
日
ま
で

日

日

ま

で

毎

日

、

九

月

上

旬

ま

で

は

土

・

日

・

祭

無
記
名
で
愛
の
寄
附

ム
応
募
資
格
中
学
校
卒
業
程
度

で
、
昭
和
三
十
三
年
六
河
一
日

現
在
十
八
才
以
上
二
十
五
才
未

満
の
心
身
共
に
強
健
な
も
の
。

ム
受
付
期
間
四
月
十
五
日
(
火

)
ま
で

ム
給
与

月
額
六
千
百
五
十
円
、

昇
級
は
お
お
む
ね
一

年
ど
と
に

行
わ
れ
、
諸
手
当
(
扶
養
手
当

期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
、
寒
冷

地
手
当
、
航
海
(
空
)
手
当
、

落
下
さ
ん
隊
員
手
当
等
)
が
支

給
さ
れ
る
。
(
市
民
課
)

自
衛
官
採
用
予
定
者

ム
陸
士
磯
義
隆
、
吉
富
文
彦
、

鶴
博
暢
、
池
下
俊
彦
、
峰
満
寿

14.40 

17.00 

18.00 

県
営
パ
ス
で
は
次
の
と
お
り
松
原

野
岳
湖
行
パ
ス
を
運
行
い
た
し
ま

す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

10.20 

12.10 

父
さ
ん
の
な
い
人
へ

性
遁
徳
を

ム
期
間

守

り

ま

し

ょ

う

①
三
月
二
十
九
日

i
四
月
十
三
日

売
春
防
止
法
が
四
月
一

日
か
ら
全
(
毎
日
運
行
)

る

花

見

時

に

多

い

空

巣

や

ス

リ

一面
的
に
興
行
さ
れ
た
の
で
、
お
互

②
四
月
十
九
日

i
九
月
七
日
(
土

1
J

一に
o
売
春
は
悪
。
だ
と
い
う
と
と

1
4

、

一

目
、
祝
運
行
)

レ
春
は
行
楽
の
シ
ー
ズ
ン
「
①
酒
を
飲
ん
だ
上
で
の
事
故
が
な
五
認
識
し
て
、
と
れ
が
行
わ
れ
る

て
で
花
見
や
遊
山
な
ど
気
一
い
よ
う
注
意
い
た
し
ま
し
ょ
う
一環

境

を

な

く

し

、

性

道

徳

季

り

ム

料

金

明

れ

誌

な

ゆ

る

み

か

ら

乙

⑤
不
良
か
ら
被
害
受
け
た
と
き

一ま
し
ょ
う
。

大
村
長
岳
湖
、
四

十

五

円

開

小
山
空
巣
。
ゃ
。
す
り
9
な
一
は
、
公
ο
い
と
と
で
も
早
く
瞥
一
(
大
村
市
連
合
防
犯
組
合
、

大
村
松
原
駅
前
l
野
岳
湖
、
二
十
円

一

大

松

ト
.
ど
に
よ
あ
盗
難
や
そ
の
一
察
に
届
け
ま
し
ょ
う
。

)
瞥
察
署
)

・
ム
時
間
と
運
行
間
敬

一な
お
、
市
内
線
で
現
在
通
っ
て
い

・
:
他
い
ろ
い
ろ
な
事
故
が
一

T
F
t
3
t
S
4
3
t
S
4
3
t
t
t
S
4
3
t
3
t
J
p
t
l
T
F
3
0
1
4
4
t
3
t
h
j

一

一

ち

ん

し

た

ん

)

①

い

た

め

ピ

l
一
ま
六
月
十
三
日
ま
で
に
市
役
所

け

起
り
や
す
い
患
で
す
一

6
日

・

多

彩

宏

春

の

演

芸

会

一
第
九
回

料

理

教

室

一

フ

ン

一

段

課

へ
提
出
の
と
と
。

同
か
ら
次
の
事
柄
に
心
が
一

2
5

7

一

一ム
輔
円
市
大
す
保
健
所
関
タ
マ
一
一
懸

賞

論

文

こ
け
て
く
だ
さ
い
。
一

一

支

那

料

理

な

ど

一

日

本

一

一

竹

松

部

隊

で

、

臨

時

パ

ス

も

E
d
一

一

ノ

氏

一

ム
論
題
統
計
の
利
用
に
つ
い
て

(

な

①
一
露
出
で
外
出
す
一

J
E
一ム
日
時
四
月
十
七
早
後
一
時
一
ム
申
込

四
月
十
六
日
ま
で
実
費
一

例
H
如
何
に
利
用
さ
れ
て
い
る

本

紙

題

字

国

案

き

ま

る

あ

戸

時

間

司

法

一

M
M
特

別

ト

臨

時

一

u
r肝
心

韓

関

与

し

わ

分

県

能

町

石

川

円
を
添
え
て
実
公
民
舘

一
ム
ド
闘
に
川
町
け
い
き
か
)

応

募

十

八

点

、

入

選

は

錦

戸

民

に

鍵

を

か

け

、
隣
近
所
の
人
に
一

る
た
め
観
桜
を
か
ね
て
恒
例
の
春

一一一一回
、
大
村
駅
と
竹
松
駅
か
ら
部
一

ム
献
立

2
2ス
テ
ー
キ
、
一

ム
洋
皿
二
枚
、
包
丁

一丁
、
エ
プ一

ム
〆
切
六
月
三
十
日
ま
で
全
国

よ
く
留
守
番
を
頼
ん
で
お
き
ま
一
季
演
芸
家
の
と
お
り
開
催
す

一
隊
ま
で
運
行
す
る
(
竹
松
部
隊
)
一
②
小
著
者
(
し
よ
ろ
ゆ
い

7
ン

持

参

の

と

と

。

一

統

計

協
会
連
合
会
(
東
京
都
渋

「大
村
市
政
だ
よ
り
」
閥
字
図
案

一入
言

語

い

た

し

、

早

速

し

よ

う

。

一

る

の
で
一
般
の
震
を
望
ん
で
い一

l
1
1
11
1J
1
11

1
一

(

実

公

害

)

一

谷

区

南

平

台

四

六

)

を
ひ
月
く
市
民
の
ぎ
ん
か
長
一
至
宝
使
用
い
た
し
ま
す
。

ω寝
る
と
き
は
よ
く
戸
締
り
を
し
一
る
。

一

戦

傷

病

者

の

図

鉄

無

賃

弗

車

券

一

1
1
1
1
一
図
表
、
論
文
と
も
応
募
に
つ
い
て

住

町

以

は

官

一

円

山

崎

市

計

サ

々

に

一

@

抗

告

白

れ

は、

貴
重
一ム
時
!
週
前
一
一
一
日
午
前

一

引

換

設

の

申

請

は

一

日

か

ら

一

統

計

図

表

と

一
の
く
わ
し
い
ζ
と
は
庶
務
課
ヘ
問

念
に
燃
え
長

寿

作
品
で
あ
り

一
〔
夫
前
九
大
村
市
木

場

繁
一同一

?
?
に
と
ら
れ
な
い
一
ム
内
容
演
劇
、
歌
謡
、
奇
術
、
一
昭
和
一
ニ
十
二
年
度
分
と
し
て
交
付
一
効
力
委

い
二
一
十
ゴ
一年
度
分
の
一
論
文

を

募

集

一合
せ

て

民

間

に

信

)

ま

し

た

。

一

三

(

庶

務

課

)

一

よ
う
に
特
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
一
舞
踊
、
万
才
一
さ
れ
た
戦
傷
病
者
日
本
国
有
鉄
道
一
引
警
交
付
事
務
が
咋
年
に
き
一
全一
間
統
計
協
会
連
合
会
で
は
統
計
一

十

万

円

を

寄

附

暇
選
の
結
果
、
次
の
万
の
作
品
を
一

-

う
。

」

な

お

当

日

は

隊

内

を

一

般

に

開

政

一

無

賃

乗

車

券

引

換

証

は
三
月
末
で
一
次
の
要
領
に
よ
り
行
口
1
ま
す
の
一
図
表
な
ら
び
に
統
計
に
関
す
る
懸
一

-
一
で
、
県
惟
話
諜
ヘ
直
接
れ
た
は
儲
一
首
論
文
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
'

一
図

書

舘

、

骨

組

事

業

へ

一

一ま
た
ド

T
A
の

皆

繰

言

語

一火

災

お

見

舞

に

お

躍

一
室
人
会

室

じ
申
請
し
て
く
だ
一

統

計

図

表

一再

開

津
郷
旧
野
純
三
氏
は
四

一

一
城

小

学

校

に

火

災

一末
の
た
め
ど
奉
仕
を
た
ま
わ
り
、

一当一一一
城
小
学
校
の
火
災
に
際
し
ま

す

い
。

一

ム

応
募
資
稿
と
課
題
第
玩
(
一男
故
喜
三
比
の
忌
明
に
、
一一一
月
二

幹
一

一

4

Jノ

一お
か
げ
を
も
っ
て
短
留

に

謹
呈
し
て
は
皆
様
に
多
大
の
ど
迷
惑
を一
①
今
回

諸
君
提
出
す
る
者
で
一

小
学
児
童
)

あ
な
た
が
た
の
一
十
四
日
十
万
円
表
の
と
お
り
智

也

校

舎

一
仰

を

焼

失

・
損

害

三

百

十

時

]

下

終
り
ま
し
た
と
と
に
厚
く
お
礼

一お
か
け
い
た
し
ま
し
て
、
何
と
も

一
昨
年
交
付
毎

集

室

動
し
一

家
庭
生
活
ま
た
は
学
校
生
霊
一
附
す
る
た
め
、
市
へ
寄
託
し
た
の

と

l
p一申
し

上

げ

ま

す

。

一

申

し

訳

ど

ざ

い

ま

せ
ん。

一
て
い
る
と
き
は
、
申
請
書
の
外
一

一宇

野

望

一

で

市

で

は

そ

れ
ぞ
れ
受
納
す
る
と

制

τのた
び
一
一一
城
小
学
校
に
火
災
を
画
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
三

次
に
火
災
の
経
過
は
大
体
次
の
よ
一
殊
に
そ
の
控
室
温
せ
つ
け
一
異
動
届
(
住
民
票
の
抄
李
添
一
第
二
部
(
中
学
生
徒
)

あ

な

一
と
も
に
早
速
大
村
子
供
の
家
ヘ
贈

れ
一お
と
し
賞
選
な
市
財
産
の

一部
を
一
父
兄
の
方
々
に
は
、
ど
安
心
く
だ

一う
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

一
下
さ
れ
、
深
甚
な
る
ど
同
情
と
と

一
付
)
を
添
え
提
出
す
る
乙
と
。
一
た
が
た
の
住
ん
で
い
る
都
道
府
一
っ
た
。

日
一焼
失
い
た
七
ま
し
た
こ
と
は
、
誠
7
己
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

一
安
災
発
生
は
三
月
二
十
一
日
午

一
丁
重
な
お
見
舞
を
号
、

或
い
は

⑦
前
項
の
異
動
屈
を
提
出
す
る
と
一
県
ま
た
は
市
町
村
皇
室
主
福
祉
事
業
開
へ

三
万
円

一

守
市
民
の
皆
傑
に
申
し
訳
ご
ざ
い
一
ま
す
。
菜
、
と
の
た
び
の
火
災
一

前
九
時
二
十
分
ど
ろ
で
、

鎮
火
一殿
山
に
消
火
に
献
身
的
な
ど
尽
力

一

き
は
戦
傷
病
者
証
明
書
も
同
時
一

は

短

聖

子

統

計

図

表

一

市

立

図

喜

へ

二

万

円

滑
一ま

せ

ん

。

一

が

迅

速

に

鎮

火

し

筆

墨

最

少

限

一

は

九
時
五
十
分
ご
ろ
で
あ
り
ま

一賜
り
ま
し
た
と
と
厚
く
お
礼
申
し

一

に
提
出
さ
れ
た
い
。

一

第
三
部
(
高
校
生
徒
)
第
二
一

。

駅
老
院
ヘ

三
万
円

ば
ア
」
と
に
ぎ
乱
暴
を
表
し
ま
一
度

大村着

野岳湖発

。

// 

。

三
月
二
十
四
日
福
祉
事
務
所
へ
差

出
人
不
明
の
封
筒
か
届
き
、
二
百

円
に
次
の
手
紙
が
添
え
で
あ
っ
た

お
父
さ
ん
の
い
な
い
人
の
た
め

に
心
だ
け
で
す
が
使
っ
て
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す

白団福
祉
事
務
所
で
は
こ
の
趣
旨
に
添

一
う
よ
う
有
益
に
使
う
予
定
で
あ
る

(
福
祉
事
持
所
)

12.40 

15.10 

17.30 

8.00 

8.30 

10.50 

発ホI

。
。
。
// 



災
害
復
基
自
に
重
点

(工)

総
合
的
発
展
施
策
も
並
行

一
般
会
計

五
億

一
お
昭
和
三
十
三
年
度
予
算
案
そ
の
他
不
審
議
す
る
大
村
市
議
会
三
月
定
例
会
は
、
三
月
十
二

一
和
田
招
集
き
れ
二
十
六
日
閉
会
し
た
。

一
昭

十

一

一
一
日
の
本
会
議
に
お
い
て
行
わ
れ
た
大
禁
罪
昭
和
一
二
十
コ
一
年
度

一
般
施
政
方
針
演

説
の
要
旨
お
よ
び
本
鵠
会
で
議
決
さ
れ
た
三
十
三
任
度
一
般
、
特
別
両
会
計
の
予
算
概
要
並
び
に
議

決

議

集

、

そ

の

他

烹

な

審

議

事

項

は

次

の

と

お

り

で

あ

る

。

(

庶

務

課
)

(第169号)

昭

和

三

十

=

一

年

度

施

政

方

針

(

要

旨

)

昭
和
三
十
三
年
度
当
初
予
算
の
編
成
に
あ
た
っ
て
は
特
に
災
持
復
旧

費
並
に
そ
の
関
連
鰐
費
に
重
点
を
お
い
て
編
成
し
た
の
で
あ
り
ま
す

M
M
%が
災
害
復
奮
費

り

一計
一

一
会

一
先
ず

一
般
会
計
に
つ
一用
を
受
け
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、

一
般

一
い
て
、
そ
の
慨
要
を
一
単
年
度
に
お
い
て
は
約
八
百
七
十

一

回

一
申
し
述
べ
ま
す
と
、
一
万
円
の
繰
越
金
を
出
し
、
明
る
い

「

口

総
額
は
五
億
二
千
八
一
見
通
し
で
あ
り
ま
し
た
。
し
か
る

百
二
十
三
万
円
で
前
年
度
当
初
予
一
に
、
昨
年
七
月
の
大
水
害
に
よ
り

算
の
二
倍
強
と
な
っ
て
お
り
ま
す

一
財
政
的
に
も
大
打
撃
を
と
う
む
つ

が、

と
の
う
ち
に
は
災
害
復
旧
費
一
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
議
会
を
は

二
億
四
千
二
百
万
円
が
含
ま
れ
て
一
じ
め
市
民
各
位
の
理
解
あ
る
ど
協

お
り
、
予
軍
総
額
の
約
四
五
%
を
一
力
に
よ
り
ま
し
て
立
高
り
を
見
せ

占

め

て

お

り

ま

す

。

一

三
十
二
年
度
も
ど
う
に
か
収
支
の

ど
京
知
の
と
お
り
本
市
の
財
政
は
一
バ
ラ
ン
ス
が
維
持
さ
れ
る
も
の
と

悶
和
三
十

一
年
度
に
円
建
法
の
適
一
思
っ
て
お
り
ま
す。

よt!. 政市村大

|蚕-A!
市
税
、
前
年
度
よ
り

千
六
百
万
円
の
増

つ
い
て
は
水
害
に
伴
う
担
税
力
の

面
も
者
慮
し
て
、
調
定
額
の
四
O

%
程
度
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

な
お
、
自
転
車
、
荷
車
税
は

一応

予
算
計
上
を
し
て
は
お
り
ま
す
が

と
れ
は
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
っ

て
廃
止
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
り
ま

す
の
で
、
そ
の
際
は
、
た
ば
乙
消

費
税
率
の
引
上
げ
に
よ
っ
て
財
源

の
補
填
が
行
わ
れ
る
も
の
と
平
絹

し
て
お
り
ま
す。

市
税
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
は
市

民
税
所
得
割
に
お
い
て
約
二
百
八

一帯
要
望
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ

一利
用
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
進
め

十
万
円
の
続
減
を
行
い
ま
し
た
が

一
の
結
果
本
何
度
は
開
勲
省
に
お
い
一た
い
と
者
え
て
お
り
ま
す
。

一
ニ
十
三
年
度
に
お
い
て
は
水
害
の

一
て
二
午
万
円
の
調
査
岱
を
計
上
さ

一な
お
一
I
-場
訊
致
に
つ
い
て
は
大
村

被
害
を
考
え
る
と
き
更
に
減
税
す
一れ
本
格
的
な
調
査
を
実
制
さ
れ
る

一白
土
繁
栄の
で
場
組
設
が
昭
和
三

る
と
と
は
閃
難
で
あ
る
と
存
じ
ま
一
と
と
に
汽
け
ま
し
た
の
で
、
市
と
一十
一一一
年一世
州
に
は
実
現
す
る
段
階

す
。

一し
で
も
水
ダ
ム
の
史
に
多
角
的
な

一に
あ
り
ま
す
。

む
し
ろ
財
政
再
建
と
水
害
復
旧
を

一

s
t
i
r
-
、

.

.

.

 

一

ト
f
霞
内
径
賞
、
ま
曾
大
控
く

早
期
に
完
成
す
る
た
め
に
、
徴
税
一

J
i
z
t
た
J

主
k
封
E

寸
ノ
、
、
入

は
な
お
一
層
合
理
化
し
て
徴
収
率
一昭
和
一ニ
十
一一年
度
に
お
け
る
腕
策

の
向
上
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
一
の
大
要
に
つ
い
て
巾
じ
述
べ
た
い

な
い
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。
と
存
じ
ま
す
。

消
費
的
経
針
特
に
人
件
関
に
つ

い
て
吋
何
力
そ
の
増
大
を
避
け

し
か
ム
能
率
の
向
上
巻
期
し
た

い
と
思
い
烹
す。

乙
の
た

υ問
自
定
数
条
例
の
改

正
に
よ
り
作
数
を
明
白
す
す
め
乙

国
、
県
支
出
金
と

市
債
も
府

園
、
県
支
出
金
は
二
億
一
千
五
百

二
十
七
万
円
で
前
年
度
に
比
べ
一

億
三
千
七
百
万
円
の
増
と
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
と
れ
は
主
と
し
て

災
害
復
旧
に
対
す
る
国
、
県
の
補

助
金
の
増
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま

す。市
債
は
八
千
八
百
十
万
円
で
前
年

度
に
比
し
八
千
五
百
十
万
円
の
増

と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
と
れ
も

災
害
復
旧
に
充
当
す
る
借
入
金
で

あ
り
ま
す
ι

や
得
ず
臨
時
職
員
存
雇
用
し
て

当
而
の
一
刑
務
処
理
に
当
っ
て
い

る
実
情
で
あ
り
ま
す
の
で
、
と

れ
苧
現
況
仁
迎
合
し
た
も
の
に

改
め
た
い
台
思
う
の
で
あ
り
ま

す。そ
し
て
今
持
職
員
の
任
用
は
必

円
ず

一
世
の
選
者
機
関
を
経
て

決
定
し
、
従
来
や
や
も
す
れ
ば

教

育

費

な

ど

増

加

次
に
持
出
に
つ
い
て
一
ま
た
教
育
費
お
よ
び
社
会
労
働
施

申
し
上
げ
ま
す
。

一
設
費
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
約
五
一

三
十
二
年
度
当
初
予
一
百
十
万
円
の
増
加
と
な
っ
て
お
り

算
に
比
し
増
加
し
た

一
ま
す
が
、
前
者
は

P
・
T
-
A

も
の
は
土
木
質
の
九
千
九
百
万
円
一
の
負
担
軽
減
を
図
る
も
の
で
後
者

産
業
経
済
貿
の
一
億
三
千
七
百
八

一は
扶
助
費
お
よ
び
敬
老
院
費
の
増

十
万
円
で
、
と
れ
は
い
ず
れ
も
災
一
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
ず
。

害
復
旧
が
そ
の
お
も
な
も
の
で
、

昭
和
三
十
三
年
度

一
般
会
討
の
歳

一に
お
い
て
は
、
現
年
度
九
六
%
滞
一
稔

合

的

発

展

計

画

の

一

部

を

実

施

入
の
お
も
な
る
も
の
に
つ
い
て
申
一
納
繰
越
分
は
四
O
%
の
収
入
を
見
一，

し

上

げ

ま

す

と

、

一

込

ん

で

お

り

ま

す

。

税

目
別
に
検
一
次
に
本
市
の
総
合
計
画
に
つ
い
て
一
つ
づ
き
検
討
を
加
え
た
い
と
思
い

市
税
は
一
億
二
千
四
百
七
十
一
万
一
討
し
て
見
ま
す
と
、
水
害
に
よ
る
二
言
申
し
上
げ
ま
す
。
一
ま
す
。

円
で
前
年
度
よ
り
一
千
六
再
四
十
一
市
民
所
得
の
減
収
や
固
定
資
産
評
一
今
や
発
展
の
途
上
に
あ
る
大
村
市
一す
な
わ
ち
郡
川
ダ
ム
に
つ
い
て
は

同
一
八
万
円
借
と
な
っ
て
お
り
ま
す
一
価
に
関
す
る
平
均
価
格
の
変
動
等
五
再
検
討
し
、
各
般
に
亘
り
過
去
一
調
査
巨
昨
年
の
水
芝
生
じ
た

守
一
が
、
と
れ
は
火
力
発
協
所
関
係
の
一
に
よ
る
増
減
が
あ
り
ま
す
。
一
の
歩
み
を
分
析
し
、
総
合
的
な
発
一
の
で
、
下
流
の
既
に
改
修
し
た
工

ι一
回
定
資
陣
税
の
閉
に
よ
る
も
の
で
一
ま
た
徴
税
率
に
つ
い
て
は
、
現
年
一展
計
両
巻
作
り
上
げ
る
た
め
に
昨
一
事
も
併
せ
て
全
体
的
じ
詐
画
変
更

年
一
あ
り
ま
す
。
一
度
分
は
九
憶
の
よ
う
に
一
O
O
%
一
年
四
月
か
ら
企
画
室
を
し
て
と
の
一
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態
に

お
一
本
年
度
市
税
調
定
額
は
、
現
年
度
一
収
入
確
実
な
多
額
納
税
が
得
ら
れ
一
と
と
を
主
管
せ
し
め
て
い
る
の
で
一
立
ち
至
り
、
こ
の
た
め
に
は
郡
川

和
一
分
一
億
二
壬
引
十
九
万
円
、
滞
納
一
あ
と
と
と
、
徴
税
率
の
向
上
を
期
一
あ
り
ま
す
が
、
一
二
十
二
年
度
に
お
一
上
流
に
洪
水
調
節
用
ダ
ム
建
設
が

昭
一
繰
越
見
込
額
が
二
千
三
十
三
万
円
一
す
る
と
と
に
よ
っ
て
十
分
目
標
達
一
い
て
一
応
基
礎
資
料
を
ま
と
め
、
一
最
も
適
切
な
計
画
と
思
わ
れ
ま
し

一
合
計
一

億
四
千
百
五
十
二
万
円
で
一
成
が
可
能
と
信

じ

ま

す

。

一

本

年

度
に
お
い
て
は
そ
の
一
部
を
一
た
の
で
、
上
水
道
貯
水
池
を
も
兼

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
収
入
見
込
額
一
し
か
し
な
が
ら
、
滞
納
繰
越
分
に
一実
施
に
移
す
と
と
も
に
更
に
ひ
き
一
ね
た
多
目
的
ダ
ム
の
建
設
促
進
方

i塁m

と
に
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の

た
め
人
件
費
が
著
し
ぐ
増
大
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
従
来
の

人
件
臼
の
範
囲
で
賄
う
と
と
を

寸
前
と
し
て
お
り
烹
す
。

近
年
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る

行
政
事
務
が
と
み
に
塙
大
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
月
ず
当
市
に

お
い
て
は
、
数
年
来
定
数
の
改

訂
を
い
た
し
て
お
り
ま
せ
ん
で

し
た
の
で
、
現
在
本
市
の
職
員

配
置
の
実
態
は
、
必
要
定
員
に

不
足
を
生
じ
、
そ
の
結
果
や
む

の
合
理
化
、
能
率
化
を
実
現
す

ベ
く
#
通
し
て
お
り
ま
す
。

万
坪
の
市
借
苗
闘
を
造
成

産
業
経
済
関
係

農

林

関

係

に

お
き
ま
し
て

は
本
年
度
は
先
ず
災
害
復
旧
事

業
の
推
進
を
第
一

と
し
、
水
害

の
影
響
を
研
究
し
、
乙
れ
を
農

業
拘
策
に
活
用
す
る
よ
う
努
力

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

三
十
町
歩
の
植
林
と
百
八
十
町

歩
の
下
刈
等
の
側
育
を
行
い
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

特
に
太
平
庭
か
ら
、
一一一
町一
歩
の

甫
刷
鰐
営
キ
合
盟
化
し
、
民
有

林
に
対
し
て
も
約
十
五
万
本
の

優
良
位
前
を
の
識
し
、
民
有
林

の
改
良
増
障
を
は
か
り
更
に
街

路
樹
及
び
観
賞
用
樹
の
苗
木
の

生
院
を
行
い
緑
化
事
業
の
推
進

を
も
図
り
た
い
と
考
え
て
お
り
一

-

一

与
ニ
母
仕
立
但
を

ま
す
。
そ
の
ほ
か
民
有
林
の
指
一

j
j
i
玉
石

農

務

関

係

と

し

て

は

、

農

導

に

つ

い

て

は

、
森

林

組

合

の

一

振

興

産
物
の
空
産
増
大
を
図
る
と
共

震
強
化
が
先
決
問
題
で
あ
り
一
水
産
関
係
で
は
、
特
に
本
年

ま
す
の
で
、
そ
の
合
期
的
な
万
一

に
、
生
産
担
の
低
減
、
生
時
品

一
度
は
漁
場
の
多
角
的
利
用
と
漁
労

法
に
つ
い
て
十
分
研
究
し
た
い
一
i

の
販
売
対
策
に
留
意
し
、
農
家

一
段
散
期
の
対
策
に
重
点
を
お
き
浅

と
考
え
ま
す
。

一

経

済

の

安

定

に

寄

与

す

る

た

め

一

海

増

殖
の
振
興
を
図
る
た
め
、
真

農
業
試
験
場
そ
の
他

関

係

機

関

農

業

土

木

関

係

で

は

国
庫
一
珠
、
あ
と
や
員
、
部
貝
、
か
き
、

と
密
憾
な
る
連
係
を
保
ち
、
農

補

助

事

業

に

つ

い

て

は
災
害
復
一
な
ま
こ
の
墾
殖
と
と
も
に
、

あ
と

協
を
巾
心
と

し

て

目

的

達

成

に

旧

の

未

施

行

筒

所

に

全

力

を

注

一

や

貝

の

採

苗

ま

た

漁

礁

の

栴

設

に

努
力
し
た
い
と
思
っ
て
お

り

ま

ぎ

、
事
業
従
割
当
が
な
い
箇
所
一
対
し
て
も
育
成
指
導
を
実
施
し
た

す

。

は

、
地
元
関
係
者
と
協
議

ω上一
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
方
法
と
し
て
は

、

各

地

域

林

務

関
.時

一

は

、

市

有

林

細

越
工
事
を
計
画
し
た
い
と
考
一
な
お、

近
年
間
要
が
増
大
し
つ
つ

毎
に
各
種
農
業
団
体
や
研
究
会

の

育

成
管
理
お
よ
び
処
分
に
つ

え

ま

す

。

一

あ

る

ウ

一

一

、
コ
ノ
ワ
タ
の
加
工
に

の
協
力
巻
得
て
展
示
闘
お
よ
ひ

い
て
は
高
期
計
画
に
珪
き
実
施
小
災
害
ド
つ
い
て
は
為
し
得
る
一
対
し
て
極
力
育
成
制
導
を
行
う
考

採
種
刷
の
設
置
を
行
い
農
業
改
す
る
考
え
で
か
U

り
ま
す
。
限
り
全
部
復
旧
し
た
い
と
考
え
一

え
で
あ
り
ま
す
が
、

一方
で
は
県

良
醤
及
事
業
の
推
進
を
計
る

考

す

な
わ
ち
本
年
度
の
予
定
ば
、

て
お
り
ま
す。

そ
の
他
の

農

業

}

「

三
蘭
へ
つ
d
〈

〉

つ
い
て
新
た
な
る
観
点
に
立
っ

て
恨
本
的
に
検
討
を
加
え
、
そ

記事な思務念 さ 職に員的 後臨
務お能をせ員限 はな 数時
にの支 マ率 一卜 るのる必 状年職
市併た おの仰と身 ζ ら態 に 員
役械三t)向徹と分とずをわの
所化十 ま上 底もをと期 ーた 名
全を 三 すをさに明し閲掃るを
般研年。図せ 反 確、的しよら
の究度 りも面かも臨、う つ
織す中 たつ 責つつ時 |臨なて
構るに いて任 安て雇時変探
にとは と 事 観定 金 傭職刷用 3月 13日市議会本会議 ・市 長施 政 方 針演 説

ママママママ ママ マ
蓮大無害求差例大都大改大条 す 大条鹿 一費大
村償 工、 め年 村を村正村例 る村 例時 音1)用 村
条市貸財る学 市改市す市 条 市 の 職 を弁市
例御付産件級 畜正とる手 例職一 員改 fEft議
を成申( 開 産す 畜条 教 の員部等正等会
賂婚請 上 設 改る場 例料 ーのそのす に議
止記の君主 に 良条使 条 部退改給る関員
す念件道 つ 資例 用 例 手職 正与条すの
る基諸き金 条の改手 ず仁 例る報
望号本施議貸例 一 正当る関条酬
例財投決村の部すに柔す例及
)を 条ーをる関例るのび

え
で
あ
り
ま
す
。
な
お
新
農
村

建
設
計
画
の
樹
立
に
つ
い
て
は

各
地
区
毎
の
青
壮
年
の
推
進
力

に
期
待
し
、
建
設
計
画
の
完
成

仁
努
め
る
積
り
で
あ
り
ま
す
。

畜
産
関
係
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
農
家
経
済
の
向
上
を
図

る
手
段
と
し
て
畜
産
振
興
特
に

安
定
し
た
酪
農
経
営
に
重
点
を

置
き
、
ま
た
地
域
お
よ
び
農
家

の
紳
常
状
川
に
よ
っ
て
は
肉
畜

等
の
振
興
に
4

留
意
了
る
考
え

で
あ
り
立
す
。

と
れ
が
た
め
・
一l
=一年
度
事
業

と
し
て
は
、
優
良
一歯
の
導
入
、

サ
イ
口
の
附
築
存
奨
励
し
た
い

と
宥
え
立
す
。

マ
悶
和
三
十
三
年
度
長
崎
県
大
村

市
特
別
会
計
と
畜
場
賀
歳
入
歳

出
予
算

マ
減
償
基
金
蓄
積
停
止
の
件

マ
基
本
財
産
運
用
金
積
庚
停
止
の

件
マ
一

時
借
入
金
借
入
の
件

マ
昭
和
三
十
二
任
度
長
崎
県
大
村

マ

市

償

起

債

の

件

市

特

別

会

計

砕

石

操

業

費

歳

入

マ

市

有

林

立

木

処

分

の

件

歳

出

平

一算

マ
昭
和
三
十コ
一
年
度
畏
崎
県
大
村
マ
大
村
市
《
営
住
宅
条
例
の
一
部

市
歳
入
歳
出
予
算
(
修
正
議
決
一

を
改
正
す
る
条
例

予
算
説
明
は
別
項
の
と
お
り
)

一マ
昭
和
三
十
二
年
度
福
重
小
学
校

マ
昭
和
三
十
三
年
度
畏
崎
県
大
村

一

改
築
工
事
訟
の

一
部
繰
越
の
件

市
特
別
会
計
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
一マ
起
債
減
額
の
件

競
走
事
業
費
歳
入
歳
山
予
算

(
一一マ
昭
和
三
十
二
年
度
長
崎
県
大
村

修
正
議
決
)

一

マ
昭
和
三
十
三
年
度
貝
崎
県
大
村
一
市
歳
入
続
出
追
加
盟
正
予
算

(

市
特
別
会
計
国
民
健
康
保
険
事
一
修
正
鵠
決

・
追
加
予
算
額
一
二
百

業
費
歳
入
歳
出
予
算

一

ゴ

干

一

万

八
千
五
百
三
十
五
円

マ
昭
和
三
十
一
一
一年
一位
長
崎
県
大
村

一

三
十
二
年
度
予
算
総
額
五
億
二

市
特
別
会
訂
上
水
道
事
業
費
歳
一

千
四
百
六
十
七
万
六
千
五
円
十

入

蹴

出

予

備

針

一

円

)

マ
昭
和
一二
十
三
年
度
長
崎
県
大
村
一マ
昭
和
一千
ド
二
年
度
持
崎
県
大
村

市
特
別
会
計
公
諮
質
屋
哲
哉
入
市
特
別
会
計
国
民
健
郎
保
険
事

歳

出

予

算

業

賛

成

人

鵡

山

追

加

更

正

予

算

〔
議
漠
議
案
〕

土
木
関
係
事
業
に
つ
い
て
は
、

特
に
災
害
復
旧
に
関
連
し
た
も

の
を
優
先
的
に
計
画
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
空
廠
跡
の
一
万
坪
の

士
地
は
、
市
営
と
し
て
苗
闘
を

造
成
す
る
と
共
に
一

部
は
普
通

作
の
試
験
展
示
幽
(
主
と
し
て

畑
地
瀦
概
試
験
)
と
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

〔
継
績
審
査
事
項
〕

マ
大
村
市
役
所
出
摂
所
廃
止
の
件

(
撤
倒
・・
撤
凶
の
趣
旨
は
三
面

別
項
所
報
の
と
お
り
)

マ
他
の
地
方
公
共
団
体
と
の
教
育

職
員
の
退
職
手
当
の
基
礎
と
な

る
べ
き
在
職
期
間
と
大
村
市
職

員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例

に
よ
る
退
職
手
当
の
基
礎
と
な

る
べ
き
在
職
期
間
と
の
通
算
に

関
す
る
条
例
(
議
決
)

〔
継
績
審
査
に

な
っ
た
議
案
〕

マ
大
村
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

マ
大
村
市
職
員
定
数
条
例
の
一
部

そ
改
正
す
る
条
例

〔
請
願
事
項
〕

マ
池
田
溜
油
等
治
水
工
事
に
闘
す

Z
請
願
の
件
(
採
択
)



都
市
計
画
事
業
と
し
て
は
道
路

-

伝

染

病

の

予

防

に

努

力

一

一

戸

籍

関

係

に

つ

い

て

二一一回申
し
述

一人
件
費
を
含
む
事
務
費
約
二
十
万

改
修
お
よ
び
重
要
路
線
の
舗
装

一

一

べ
ま
す
。

一円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

を
引
き
つ
づ
き
施
工
す
る
若
Jt
一一
保
問
得
一
い
し
ト
J

関

ゃ

一十
台
、
手
挽
動
力
ポ
ン
プ
三
台
、
五
和
二
士一
一年

一
月
一
日
か
ら
改
一・

2
4
2
2経
費
量
っ
て
国

で
建
設
省
と
折
衝
中
で
あ
り

一一

ll
l
i
-
-
-

ぃ
・loai-
-
…一
小
型
動
力
ポ
ン
プ
九
台
、

計
二
十
一正
実
施
さ
れ
た
新
一戸
籍
法
は
、

一円
五
予
支
出
す
る
と
と
に
な
って
お

い
ず
れ
本
省
よ
り
予
算
決
定
次

一

保
健
衛
生
関
係
に
つ
き
ま
し
て

一
一一
台
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
皇
鰭
の
編
成
基
準
に
お
い
て
旧
一
戸
籍

一り
ま
す
。

第
追
加
予
算
を
計
上
す
る
予
定

一

は
疾
病

(特
に
伝
染
病
と
結
核

一防
ポ
ン
プ
自
動
車
九
台
は
十
八
年

一法
が
根
本
的
に
改
革
さ
れ
て
お
り

一

で
あ
り
ま
す
。

ご

の

予
防
と
治
療
に
、
更
に

二
乃
至
二
十
年
、
手
挽
動
力
ポ
ン
プ
一
ま
す
が
、
法
に
基
き
旧
一戸
望
新

一

町

務

関

係

…

な
お
、
都
市
水
利
霊
主
て

一
層
の
努
力
を
い
た
し
た
い
と
存
一

一一
一
若
手

八

年
以
上
の
老
朽
品
一
一戸
籍
に
改
変
す
る
時
期
が
昨
年
六

一

は
、
藤
の
川
排
水
路
を
災
害
工
一
じ
ま
す
。

一
で
あ
り
、
す
で
に
更
新
の
時
期
に
一
月
法
務
省
国
令
第
二
十
七
号
を
も
っ

一
末
端
行
政
の
浸
透
に
つ
い
て
は

事
と
し
て
約
五
百
米
施
工
中
で
一

環
境
の
整
備
品

掃

に
つ
い
て
一
達
し
て
い
る
状
態
で
あ
り
ま
す
の
一
て
指
定
さ
れ
、

一二
十
三
年
四
月

二

督

官

警

用

い
て
い
る
と

あ
り
ま
す
が
、
引
き
つ
づ
き
下
一

は
、
市
民
各
位
の一

周
の
ど
協
一
で
、
消
防
組
織
の
合
理
化
を
十
分
一
F
か
ら
向
う
三
カ
年
聞
に
改
製
を

一
と
ろ
で
あ
り
ま
し
て
、
本
市
に

流
も
施
行
い
た
し
た
い
。

一
力
を
得
て
明
る
い
、
き
れ
い
な

一に
検
討
し
、

必
要
な
る
機
具
は
今
一
完
了
す
る
乙
と
に
な
っ
て
お
り
ま

一
お
き
ま
し
て
は
各
町
内
の
総
代

建

設

関

係

ま

た

佐

古

の

川

排

水

路

も

準

備

一

憲

作
る
こ
と
に
努
め
伝
染
病

一後
国
庫
補
助
等
の
財
源
を
確
保
す
一
す
。
本
市
に
お
け
る
改
書
籍
の

一
に
市
の
町
務
連
絡
蓄
を
委
嘱

中
で
あ
り
ま
す
。
失
業
対

喜

一

量

生

予
防
仁
積
極
的
に
つ
く
一
三
と
に
努
力
し
て
整
備
充
実
主
政
当
数
は
六
千
六
百
一
で
あ
っ
て一

し
て
、
市
民
各
位
と
直
結
し
た

建
設
震
に
つ
い
て
は
昨
年
七

業
と
し
て
は
、
露
、
水
路
、

一

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
一
計
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
一
乙
れ
を
新
一戸
籍
に
益
し
た
場
合
一
市
政
事
務

竺

琴

担
当
し
て

一

月
の
大
水
害
以

来

、

災

害

復

旧

港

湾

、

公

園

著

書

い

た

い

一

昨
年
八
月
ご
完
克

;

し

ま

し

一

一

は

九

千

一一一百
九
十
二
戸
籍
と
な
り
一
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
あ
り
ま

一
才

二

巻

を

発

行

重

点

的
に
備
工
し
、
早
急
に

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

一

た

葬

札

?

恥

に

機

能

一

戸

籍

関

係

一

一

ま
す
。
本
年
は
と
の
教
の
約一
一一
分一

票

、
町
務
連
絡
委
員
の
方
々
す
史
編
さ
ん
事
業
に
つ
き
ま
し
て

復
興
せ
し
め
る
考
え
で
秀
で

一
春
発
揮
し
て
お
り
ま
す
が
、

火一

ilil
i
-
-
-
五

五

重

Z計
画
を
立
て
、
一
が
そ
の
職
務
の
意
義
を
よ
く
理

一は
、
昨
年
四
月
編
さ
ん
室
恭
設
置

告

刊

誌

立

保

護

世

帯

の

自

立

更

生

を

助

長

一

時

計

腕

時

以一

号

会

制

引

劃

i
j制
組
問

ujh
白
目
白
j
F
t
S
4
3
t

町

長

設

計

一
費

生

活

保

護

及

一

菜

、
と
れ
を
震

の

平

均

一

密
で
あ
り
ま
す
の
で
、
財
源
一

施

設

の

え

去

を

一

差

益

田

小
学
校
長

ι
一円
陣
賜
盟
国

分
八
十
ヘ
カ
所
、
本
査
定
分
八
一

療

ぴ

児

童

一
服

舵

一

]

問

許

可

パ

一

菊

池

す

予

算
を
も
一

-

J

特
に
申
告

以
外
の
学
校
に
お
い
一
学
校
の
二
校
は
地
元
の
希
望
と

ソーに…
に

繍

櫨

閥

鞠

翻

校

十
九
カ
所、

合
計
百
七
十
七
カ
一

医

関

係

一

る
現
状
で
あ
り
ま
す
o

と
れ
は

一
ま
す

l
た
い
と
思
い
一

…
教

育

関

長

一

一て
給
水
施
?

な
と
と
ろ
一

震

っ
て
実
施
を
計
画
し

:yh
一三

噛

圏

鐘

ご

所
の
言
昭
和
一ニ
十
ゴ一
年
度
分
一
は
生
活
保
護
震

で

は
、一

本
市
の
特
殊
書
に
よ
る
も
の

一
な
お
全
悶
都
市
共
通
の
悩
み
一

一

刈
二

割

引

日

け

れ

十

戸

mut
-上いた
し
て
お
り

一一一一)パ
ル

鞠

輔

鋪

闘

ニ

は
次
の
区
分
に
よ
り
施
工
す
る
一
%
本
年
度
保
護
の

2
一

と
思
わ
れ、

や
む
を
得
な
い
と

一

と
い
う
べ
き
下
水
の
問
聞
は、

玄

関
係
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議
一
計
る
と
と
こ

J
一し
て
お
り
ま
す
一

学
校
の
翼
衛
生
特
に
し
尿

一一一一川……一
醐

鰍

繍

関

糊

麟

蹴

予
定
で
あ
り
ま
す

7
扶
助
費
の
予
算
総
額
は一

と
ろ
で
あ
り
ま
す
が

基

本

年

度

か

ら

計

副

主

め

早
急
一
務
教
育
の
充
実
と
い
う
繁
か
ら
一
ま
た
教
も
均
等
と
い
う
乙
一

処
理
に
つ
い
て
は
、

汲
取
り
ポ

~一一一
Jil-

一
瞬
醸
臨
輯

福蛾

(
橋
梁
)
朝
迫
岳
橋
外
十
六
カ

一

6
五
千
六
百
二
十

一
万

六

一

言

語

の

転

落

防

一

仁
実
現
す
重

で

あ

り
ま
す
一
昨
年
の
当
初
予
算
一一
千
七
百
万
円
一

と
か
ら
申
し
ま
し
で
も
、

E
j
購
入
し
、

完
全
処
理

……一

J
二
…

JJU
蹴
闘
運

むけ

f
)君、
白
鳥
線
外
し
一
ド

千

五

百

四
十
円
で
、
社

一

時

諮

問

片

付

一
施

設

の

一
よ
り
五
百
十
五

i一ニ千一一一
辺
学
校
の
学
力
向
上
の
た
め
の
施
工

は
か
る
と
と
に
い
た
し
ま
し

…i~
川一J

ヘ王…
ぺ
蝿
闇
圃
示

準日

斤

ブ

一
♂

会

及

び

労
働
施
設
費
の
一

一

一

百

土

一万
円
安
吉口上
下

し

て
お
一
撃
は
意

の

票

き

ま

す

の

一

た
。
菜
、
学
震
の
改
良

一-一ロケ
ール

~EJ
E聞
作

設

…

J
M川
)
稲
川
内
川
襲
安
五

一
切

約

八
六
%
に
号

前

年

一

日

開

廷

す

一

整

備

充

実

ヘ
一
り
ま
す
。

一
で、

今
年
は
ち

あ
争

周

辺
の一

暴
行
い
た
い
と
思
い
ま
す

い以内一
票

睡

圃

騒

建

一
扶

度
の
予
算
総
額
に
比
し
一

一

一

と
れ
に
よ
っ
て

P
T
A
の
負
担
一
二
校
長
校
放
送
施
設
を
す
る
と

一社
会
教
育
面
で
は
、

青
少
年
の
陪

五

訴

訟

聞

圃

園

田

腰

舗

一位

・
五
%
二
百
二
十
六
万
余
円
一
な
お
、

前
年
度
に
比
し
て
予
算
増

一

消

防

関

係

一
も
例
年
よ
り
幾
分
な
り
と
も
軽
減
一
定

し

て

(
二
河
か
ら
つ
づ
く
)
一動
物
等
の
調
査
研
究
を
行
い
将
来
一
外
か
ら
の
観
光
客
誘
致
に
努
力
し

水
陣
試
験
羽
や
国
立
真
珠
研
究
所
一の
施
策
に
備
え
る
と
と
も
に
漁
業
一
た
い
と
思
い
ま
す
。

の
指
導
、
協
力
を
得
て
各
地
先
の
一経
営
の
合
理
化
を
計
り
た
い
と
考
一特
に
大
村
観
光
協
会
の
設
立
を
促

水
質
、
開
庇
の
地
質
、

海
底
生
息一
え
て
お
り
ま
す
。

一進
し
、
と
れ
老
申
心
と
し
て
観
光

一
行
政
を
遂
行
し
た
い
と
存
じ
て
お

一り
ま
す。

(三)

中
小
企
業
の
金
融
を
円
滑
化

く
市
内
の
観
光
地
を
宣
伝
し
、
市
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商

工
.業

関

係

で
は
、
昨
年

度
に
引
き
つ
づ
き
本
年
度
も
亦
中

小
企
業
の
金
酬
を
円
滑
な
ら
し
め

る
た
め
金
融
繍
関
に
対
し
予
託
お

よ
び
出
摘
を
な
す
と
と
も
に
、
積

極
的
に
商
工
会
議
所
の
活
動
を
促

が
し
、
会
議
所
を
一
様

ωと
し
て
商

工
行
政
者
軌
道
に
乗
せ
た
い
と
事

じ
ま
す
。

ま
た
特
産
品
の
宜
伝
に
は
極
力
憲

を
用
い
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す

が
、
と
の
ほ
か
工
場
や
商
庖
の
内

外
部
診
断
や
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
を

行
っ

て
鰐
営
の
合
理
化
と
サ
ー
ビ

ス
向
上
そ
期
し
た
い
と
思
い
ま
す

ま
た
海
上
交
通
の
便
を
は
か
あ
た

め
に
波
止
符
合
所
を
建
設
す
る
予

定
で
あ
り
ま
す
。

りよだ政

観

光

関

係

に
つ
き
ま
し
て
は

本
年
度
に
お
い
て
新
た
に
海
底
観

光
船
を
理
造
し
て
観
光
客
の
誘
致

に
資
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す

そ
の
他
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ポ
ス
タ

ー、

絵
は
が
き
等
そ
作
製
し
て
広
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橋
な
ど
刊
カ
所
を
復
替

重
要
路
線
の
舗
装
も

十
カ
所

(
過
年
度
災
害
)
三
浦
海
岸
外

八
カ
所

単
独
災
害
と
し
て
は
、
小
河
内

川
護
岸
外
五
十
二
カ
所
で
あ
り

ま
す
。

解
し
、
市
行
政
に
協
力
さ
れ
て

い
る
と
と
に
対
し
て
は
、
か
ね

て
深
く
謝
意
を
表
し
て
い
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

つ
い
て
は
、
町
務
連
絡
委
員
に

対
す
る
事
務
委
託
料
と
し
て
市

が
支
出
す
あ
額
は
従
来
極
め
て

零
細
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、
市

財
政
の
許
す
範
囲
に
お
い
て
今

回
若
干
増
額
す
る
乙
と
と
し
た

次
第
で
あ
り
ま
す
。

r打:
史;
編 ;
1 ・

I~ 

ボク もワタ三/も嬉しい沿わかれ会

所育保歩え

し、

編
さ
ん
委
員
会
を
組
織
し
、

編
さ
ん
の
方
針
、
項
目
等
を
定
め

皆
料
の
収
集
と
整
頑
に
努
め
て
お

り
ま
す
が
、
委
員
会
に
お
い
て
協

議
の
結
果
、
市
史
は
第

一巻
、
第

二
巻
に
分
け、

本
年
度
内
に
第
二

巻
の
明
治
維
新
よ
り
昭
和
三
十
二

年
ま
で
を
脱
稿
し
て
印
刷
発
行
の

予
定
で
あ
り
ま
す
。
印
刷
費
と
し

て
は
三
十
戸
年
に
三
十
五
万
円
の

予
算
を
計
上
い
た
し
ま
し
た。

な
お
、

第
↑
巻
に
収
録
す
べ
き
上

古
よ
り
明
治
維
新
前
ま
で
に
つ
い

て
も
逐
次、

史
料
の
牧
集
に
努
め

て
お
り
ま
す
。



(第169号) (四)

主霊安宮努ぞ芝号表 当築 三た 志t芸 1.../妻李妥長諸 きで主 主 定虫結ぞ き 男宝r
kE装霊境セ両手警 (ζ注意ください警 護主ぢ ぞ君男 委自家想記塁 伝記 産侵 !rlij 芙 宗 主も 管系 E治法
三宮2ZM案 。れの 封 犯 最 E乞 jf印刷さ長老賛同 房 長ミ選考ら ;立; 搭 2主首長以i作 2

3iJ;;会見詰持 宇治iL弓7詰25115孝信(官 需品官igiZE
伝主要ぶ装高 考宗さん空去性 iAj息美 男家 主主 堅実詰R野 五 定見盟関 ? 去 百聖児芳五時32
た、 子とが施 で注み 害 て性・ ユヘ ミの は 新 ら い現し イじ織、そ函1医 し を三 茸亡 n'il前る給実り ど

し議 許れ富る回?といてし 事妥犯の迂京 市 可取一長 I :しそ 計度 閑 同収ど -R54与奪走
いZ225ihu何日2罪一 泊oZZEG22員量iよ;522FZ借金主 主2号室白書官
ER21;日?iiiiTの本 jiiifi詰;;;号翌日日目 詰fi2iiiif 
R 時勺出む出会 予 zv;七 主揺 さ 努 主計 qj業;げド前 町宅宮内吋
局 審霊ド乙望号点差 ; きjて ち55叫さ ? 雲 日 裂室料 事同点 諸 手 手

議長三喜望号音量i22fzzlf日; ⑨新年度一般会計歳出中主なもの献の山 liif 
やか 意のいのと要らそ避し、七、千z.. ム消防費 前年度対比約43万増の約507万である。 I 堺
派透 し場 担 呼 と なか くけい公 y巳~ . ，.. _._. •. . _ ___~.~ ，_ J.~ . _ ~_ ~ _~~~ _ ----"- ~_ ~ ~ 'L .....:，..-u. .....，. ，IT"<<O.，，_~~. ~ --，--- I し本住

民日問。諒民間得 除 γiiT1722JJZt22;22Zぷ了232217221tg三
装えにつ同はで人す。散 岸 芸 |的六施
、る 応て僚 、 出 iにる 歩 、 3 他である a い墓 百申
あ 正 ず ものた 迎連と は堤 ，...--_.--~， や個で

るち る、女と え語 き な防 jム教育費 前年度に比し515万増の約3，212万で内訳は、委員会641万、小学校889万、|だこ(1)ーあ
2523訪日持持拝金五持式 ;72J2;ぷ?J22JZ12了間飽73万 図醐72万一ぺ55i
と、 のから淋、ツ き 、らは親くの 笥 る な 目 ....^ 'TL ...t." .t*~1.+J- ;'fk .ëi:tl -'>.L. ~~ ...-...' f.' r r .-... ，..... ~ .- r1'V..-r... "..M..U :Z::'.L- ，.. ，-""......-.-__ ~."._..J.. /T"'¥. I . ~. ，.r_:"cr:..n.-;J;}I.1: て り制
~も相 い 遊し 公 ク なすをよ切 忌 中 乙姿を ミム社会及び労働施設費前年賓対比518万増の総額約6，532万で、 主なものは生活保讃 |は まあ
民改諸島話詰HJ堅守3j5660万民生委員費肌 児童福祉費、 保育所費で3肌住宅費78万、敬老院費18422事
着すらになで 岸 性すをうし誘と 更 パ 出 う さ 万、母子福祉資金貸は費171万、その他70万である。目お努
い るな声 い、、 のとかに 、い とに ス す 宍 1̂Cl}.::;h..'~ "，-åi!. J. ，....~ __ -r:" ... ......'"'...... .. .--__ ~. ....=s.，.." ... I-- "" ""' "c~ -.:7 I1'-.Þ- s.l"''' .n.s""'-r-::.- o-f-..1-I-""'OQ"'rl'1-l:.filn .，.-r:: -.:;o":'_rf>-.l-+-，fr~ l"") r I的 7k力
量差出窓 E霊護室令三弓 Eぢゑぎ 若 急せ jム保健衛生費 総額1.008万で内訳は伝染病予防費247万、結核予防費81万、予防接種吋Z需Z

⑪ ⑬ ⑫ ⑪ ! 万、伝染病委託60万、伝染病棟間295万、鼠族毘出駆除質64万、火葬場世話万、清掃費|子玉石
まみ な 見 で 9:守所 平 ままの 入 軽 せか 見 る度 183万、 その他である。 Iる 年連
Z51255g F苦言号待科目222;ム産業経漬費 前年度対比1偲3.7闘 の増で、総額1{@4，872万で内訳は農業委員会費15宣言
き伝 孟宗 だ孟主 義 ら撃撃日露警玄trぷ 200万 (県補助61万)農業貨202万、出業土木間では単独土木賀427万、災害復旧事業|た話完
台芸ぞ子宝天て信 長号室考全去 言 き男 と;(補助事業)1億1.459万、 同単独事業1，108万、畜産費140万、林業岱439万 (植林|ぢ弱震
けいも供なをま宅のな Hに外な警笑か 返{ - lま賓に
芸きぷ長2手宍富誉主毛筆緊い管奪義 零 ; 補助30)5)水産費47万、商工賀川万 (恥入予託金収入600万、即売品代町)観光睦宅柔 R
く、や子とまタを場とたしら Eてみし す 49万、新農村題設費51万、その他11万である。 施て

⑪ ⑮ ⑬ 5 一 力よ |去 げが 施区 三
届にの被所です智詰るぐはてあとし子とi 特別会計の予算 l 氏 児る旬る本しで月

時計銭安祭h言語Zt刊gTムモ十ポー ト競走事業費削419万円 l2 2議室長2221劣ザ
と包女rIかれ求勇しお 話人と い エ前 i ム国民康健保険事業費 7，598 、 と結 v-'->- で慣と手~0 ~ '1し
尖会宍長 セき宅雲ぷz主信長 男 呆て { ム上水道事業費 2，313 量保ぢ零時 主主2質 主 から
さきち会TT零定年若供長 重ゎ j ムと苗場費 悦 ! 有壁妄繁盛た良妻塞星-::Jぶ

察 瞥は、 そて f立 時 を家た行 せい 5 ム公益質屋iR. 48 止。日婦。果の会でつ「こ ゲl、
雪空京舞皇室z場浮号室主示室時 ム砕石換業貨 制 |島事長 官 季語実益 今Lム
詰雲雀鈴信5金11出匂福思富与松 112理完封 昌三8究会長10目 撃宣命露両8塑出版大 幼ア
iii?21di!????i!??戻信222???i市自主主再iiiiiiiiき
雪:柔 二7竺季夏4主 筆蚕 11思 議総 議議; 締盟 主 議糊遡艦! 雨区高二智24理 会 v
官昭 ス 7 ---=-ハ裕 ')J寅初 畿議議 込遁羅盟晶画監!?饗嬢趨週園罷語 r 美 け1 尚〆銑
g空 奪 三霧千霊宝孟 旦空Z 襲撃 岨圃置趨圃ま511 主語号 室 2
ム 竹 ム 力 年典ム ム 森 機撃談廻・・・圃圃・・・・・E密掴圃園 保 結彦上 月

機器義務機謬盟国盟国圃圃圃圃置組園田 英 一一一?

bJ碧ド問宇奈 4 ク 火窺 l章 二手堅 畿麟離襲撃冨掴圃園時期 11里会盆芭初会 8問盆竹
持 (RM短??|パ元高

出
生
へ
住
民
登
録
場
所

・
世
帯
主
氏
名

・
J
3
月
5
日
1
4

/
続
柄
・
出
生
者
氏
名
・同
出
庄
年
月
日
順
¥

F

1

2

尾
崎
武
市

七
女

照

代

昭

和

りよ7ご政市やI大昭和33年 4月1日


